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森林の水源涵養機能の発揮に向けた
林野庁の取組について



アジア・太平洋水サミットについて

・サミットのテーマは「持続可能な発展のための水～実践と継承～」
・持続可能性やSDGsの達成をめざすことが目標の一つとされている。

出典：第４回アジア・太平洋水サミットの概要
（日本水フォーラム）



森林分野でのSDGsへの寄与

・目標15「陸の豊かさも守ろう」を中心に、様々なSDGsに貢献している。
・水に関する目標６でも、森林の担う役割は大きい。

出典：森林・林業・木材産業の現状と課題（林野庁）



出典：世界に誇る地下水都市・熊本（熊本市）

森林と水の関係

熊本地域の水循環系

くまもと自然休養林（菊池渓谷）

出典：レクリエーションの森
「水源の森」百選（林野庁）

・上流部の豊かな森林が水を育むことにより、下流で使える水が豊富になる。
・熊本市では市民約74万人の水道水源がすべて地下水でまかなわれている。



日本の水資源

・世界の中でも日本の年降水量は多いが、国民一人当たりでは非常に小さい。
・地形・河川が急峻なために水が流出しやすく、利用可能な水の確保が課題。

出典：令和３年版日本の水資源の現況（国交省）

世界各国の降水量等 世界の主要河川の勾配

出典：高橋裕著「河川工学」（東京大学出版会）



森林による水源涵養機能の発揮

出典：（一社）全国林業改良普及協会「森林のセミナー No.1 
水を育む森、森を育む水」を基に林野庁作成

森林における水の浸透 水資源貯留機能の比較

出典：村井宏・岩崎勇作「林地の水及び土壌保全機能に関する研究」

・樹木の根が深く張り巡らされ、土壌が発達することにより、水が貯留される。
・森林は草地・裸地よりも高い浸透能を有する。



水循環基本計画の推進 森林・林業基本計画の推進

法律・計画に基づく健全な水循環の維持・回復、
森林の多面的機能の発揮

・森林整備等により、森林の水源涵養機能の維持・発揮を図り、
健全な水循環の維持にも寄与している。

出典：水循環基本計画（内閣官房水循環政策本部事務局） 出典：森林・林業基本計画（林野庁）



日本の森林の概要

出典：Google Map
注：国土の一部を省略している。

森林の分布

出典：令和３年度土地白書（国土交通省）

人工林の齢級構成の変化

出典：日本の森林・林業の今（林野庁）

・森林は国土の３分の２を占め、日本における水資源の確保や土砂災害の防止に
とって大変重要である。

・森林の造成が進められてきた結果、水源涵養機能を発揮する成熟した人工林の
面積が増加している。



森林整備の推進
森林整備による森林の循環利用

出典：平成30年年度森林・林業白書（林野庁）

・植栽や下刈り等の保育作業や、間伐の実施によって森林整備を推進するとともに、
森林資源の循環利用を進めている。

1950年頃

現在

出典：林野庁HP「後世に伝えるべき治山～よみがえる緑～」

荒廃した山地での森林の復旧



民間による森林整備の取組

森林づくり活動を実施している
団体数の推移

出典：令和２年度森林・林業白書（林野庁）

児童・地域活動団体による取組

出典：協定締結による国民参加の森林づくり（林野庁）

・企業や地域活動団体等による森林整備も活発に行われており、活動を実施してい
る団体数も増加傾向にある。

・里山林等の身近な森林の整備・保全や、森林環境教育を目的として活動している
団体が多い。



出典：レクリエーションの森（林野庁）

森林の水源涵養機能に関する研究調査
森林が有明海の環境に与える

影響の調査・分析
森林総合研究所による
水量・水質調査

菊池川流域

・林野庁では森林が有明海の海域に与える影響について、調査・分析を実施している。
・森林総合研究所でも全国各地で森林内での水量・水質の長期的調査を継続している。

出典：森林降水渓流水質データベース（森林総合研究所）



豪雨災害等への対応

治山事業による災害復旧の経過（福岡県田川郡福智町）

流木捕捉式ダムによる流木・土砂の捕捉
（熊本県球磨村）

出典：令和２年度森林・林業白書、近年の大規模山地災害からの復旧（林野庁）

大雨による山腹崩壊（熊本県芦北町）

・近年の豪雨災害への対応として、治山事業や現地への技術支援を実施している。

現地での技術支援



沼沢湖自然観察教育林
（福島県大沼郡金山町）

闇苅風致探勝林（くらがり渓谷）
（愛知県岡崎市）

赤西自然観察教育林
（兵庫県宍粟市）

然別自然休養林
（北海道河東郡鹿追町）

ある風景森林と水の


